第２学年　道徳科学習指導案
　
１　主　題　名　　　勇気をもって　Ａ善悪の判断，自律，自由と責任
２　主題設定の理由
(1)   価値観
勇気をもってよいことに取り組もうとする姿勢は大切である。しかし，意思の弱さや自己中心的な考えなどから，正しいと分かっていても勇気を出して実行できないことがある。もし善悪の判断を誤った場合でも，その事実を認め自身の言動を改める勇気をもつことが大切だと気付かせたい。
よいと思ったことができたときのすがすがしい気持ちを思い起こさせ，進んでよいことをしようとする意欲を高めたい。また，自信をもってよいことと悪いことが区別できる判断力を養いたい。
(2)   児童観
本学級の児童は，何がよいことで何がよくないことか，頭の中では理解できている。しかし，正と不正について深く考えることができず，友達に誘われるとよくないことでも一緒に行動をしてしまう児童がいる。また，周りに合わせて本当に自分が思っていることを表に出さない児童や，後から仕返しされるのではないかという不安から，注意したくてもできないという児童も少なくない。安心して学校生活を送るためには，勇気ある行動が必要であることに気付かせ正しい行動をしようとする気持ちを高めたい。
(3)   資料観
本資料は，のぼるが自分の失敗をごまかし，全く関係のないひろしに責任を押しつけようとする話である。主人公のぼくは，何も言い返すことができず窮地に立たされてしまうのだが，このような状況は多くの児童が遭遇する場面である。のぼるとひろしのやりとりを見たときの主人公の心の動きや，勇気を出して注意をする様子が描かれており，勇気ある行動の尊さを考えさせるのにふさわしい内容になっている。児童の日常生活での体験を想起させたり，自分自身の行動を振り返ったりすることで，ねらいに迫ることができる資料である。
３　本時のねらい 
　ｏ正しいことは勇気をもって言ったり，行ったりしていこうとする気持ちを育てる。
４　準備・資料　
ｏ教材名「おれたものさし」　出典「新しいどうとく」（東京書籍）
ｏ教師……場面絵，ワークシート
５  関　　連
　　１年　道徳　「ダメ」（勇気を出して）
２年　道徳　「わすれられないえがお」（よいこと，わるいこと）
６　指導過程
	段階
	学　　習　　活　　動
	時間
	指　導　上　の　留　意　事　項

	導
入
	１　本時の課題をつかむ。

　・どうしてうそを言うのか聞く。
　・怒って文句を言う。
　・何も言えない。
２　本資料を読み，話し合う。
(1)   あらすじを確認する。
	10
	ｏ実体験のある児童がいれば，その出来事を発表させる。
ｏ教師が読み聞かせをする。
ｏ場面絵を黒板に貼りながら，登場人物の
名前や出来事を確認する。

	展
開
	
	
	

	　　展　　　　　　開　（　価　値　の　追　究　・　把　握　）

	(2)   感想を発表する。
　　・のぼるはずるい子だな。
　　・「ぼく」は勇気があるな。

(3)   自分だったら，のぼるに注意できるかどうか話し合う。

　〈注意できる〉
　　・のぼるがいけないことをしたから。
　　・ひろしがかわいそう。
　　・自分も同じことをされたことがあっていやだった。
　　・人のせいにするのはいけないことだ。
〈注意できない〉

　　・こわい。
　　・注意すると言い返されそう。
　　・ひろしが自分で言えばいい。
　　・自分ひとりでは勇気が出ない。

　
・ごまかすのはよくない。
　・ひろしが嫌な気持ちにならずにすんでよかった。
・勇気を出したから，みんなも応援してくれている。
	40
	ｏ全体の場で発表できなかった児童には，隣の児童に感想を伝えるよう指示する。
ｏ自分がどのような行動をとるか，ワークシートに書かせる。
ｏ主人公の内にある良心と弱い心の両面を捉えさせることで，深く考えさせる。
ｏまず，隣の児童に自分の考えを伝えるよう指示し，その後全体の場で発表させる。
ｏ意見が「注意できる」に偏った場合は，
　次のような補助発問をする。

ｏ意見が「注意できない」に偏った場合は，
　次のような補助発問をする。

評どんな行動をとるとよいかを考え，自分の思いを表現する。（ワークシート，発表）
ｏ自分が勇気を出して行動したことで，周りにいた級友が見方になってくれたことにも気付かせる。

	終

末
	３　本時のまとめをする。
ｏ本時の授業で感じたことや考えた
ことを，ワークシートに書く。

	45
	ｏ時間があれば，数名の児童に発表させる。
評正しい行動をとることの大切さに気付いている。　　 　（ワークシート，発表）


友達が，本当のことを言わないでごまかそうとしたら，あなたはどうしますか。





自分だったら，のぼるに注意できますか。できませんか。





のぼるのところへ行って折れたものさしを渡したとき，ぼくはどう考えたでしょう。





補　下じきを押しつけられたときは，注意できましたか。





補　ひろしが自分と同じ目にあってもいいのですか。








